
(57)【要約】

【課題】　漁港、魚市場および陸上養殖場等で大量に発

生する有機性廃水の浄化処理及び浄化処理後の余剰有機

性汚泥処理を経済的に行なうことができる有機性廃水及

び有機性汚泥の処理方法及びその処理装置を提供する。

【解決手段】　有機性廃水及び有機性汚泥の処理装置を

、魚肉片等の固形物を除去処理した廃水が導入される泡

沫分離槽５と、泡沫分離槽５内に設置され廃水中に微細

気泡を発生させる気泡発生手段１６と、泡沫分離槽５内

で発生した泡沫が導入される膜分離活性汚泥処理槽１０

と、膜分離活性汚泥処理槽１０から発生する余剰有機性

汚泥が導入されかつ底生生物が飼育される養殖水槽１８

とから構成し、漁港、魚市場および陸上養殖場等から発

生する有機性廃水を、膜分離活性汚泥処理槽１０で活性

汚泥処理した後に発生する余剰有機性汚泥を、養殖水槽

１０へ導入し、余剰有機性汚泥を底生生物の飼料（餌）

となして消化減量処理する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
漁 港 、 魚 市 場 お よ び 陸 上 養 殖 場 等 か ら 発 生 す る 有 機 性 廃 水 を 受 入 れ 、 生 物 処 理 し 、 生 物 処
理 後 に 発 生 す る 余 剰 有 機 性 汚 泥 を 、 底 生 生 物 が 飼 育 さ れ る 養 殖 水 槽 へ 導 入 し 、 前 記 余 剰 有
機 性 汚 泥 を 当 該 底 生 生 物 の 飼 料 と な し て 消 化 減 量 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 性 汚 泥 の
処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 生 物 処 理 が 、 活 性 汚 泥 法 に よ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 性
汚 泥 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
漁 港 、 魚 市 場 お よ び 陸 上 養 殖 場 等 か ら 発 生 す る 有 機 性 廃 水 及 び 有 機 性 汚 泥 の 処 理 装 置 で あ
っ て 、 魚 肉 片 等 の 固 形 物 を 除 去 処 理 し た 廃 水 が 導 入 さ れ る 泡 沫 分 離 槽 と 、 該 泡 沫 分 離 槽 内
に 設 置 さ れ 廃 水 中 に 微 細 気 泡 を 発 生 さ せ る 気 泡 発 生 手 段 と 、 泡 沫 分 離 槽 内 で 発 生 し た 泡 沫
が 導 入 さ れ る 膜 分 離 活 性 汚 泥 処 理 槽 と 、 該 膜 分 離 活 性 汚 泥 処 理 槽 か ら 発 生 す る 余 剰 有 機 性
汚 泥 が 導 入 さ れ か つ 底 生 生 物 が 飼 育 さ れ る 養 殖 水 槽 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 性
廃 水 及 び 有 機 性 汚 泥 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 養 殖 水 槽 に 砂 等 の ろ 過 材 を 充 填 し 、 ろ 過 水 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求
項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 有 機 性 汚 泥 の 処 理 方 法 と 有 機 性 廃 水 及 び 有 機 性 汚 泥 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 底 生 生 物 が 、 堆 積 物 食 性 底 生 生 物 及 び ／ ま た は 懸 濁 物 食 性 底 生 生 物 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 有 機 性 汚 泥 の 処 理 方 法 と 有 機 性 廃 水 及 び
有 機 性 汚 泥 の 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 海 洋 汚 染 防 止 技 術 に 関 し 、 詳 し く は 、 漁 港 、 魚 市 場 お よ び 陸 上 養 殖 場 等 の 魚
の 水 揚 げ 、 魚 の 洗 浄 、 冷 凍 魚 の 解 凍 、 魚 の 解 体 時 に 発 生 す る 血 液 や 肉 片 等 を 含 む 有 機 性 廃
水 及 び 、 陸 上 養 殖 等 に お け る 有 機 性 廃 水 の 処 理 装 置 と 、 前 記 有 機 性 廃 水 の 処 理 後 に 発 生 す
る 余 剰 有 機 性 汚 泥 の 処 理 方 法 及 び 、 そ の 処 理 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 漁 港 や 魚 市 場 等 で は 、 魚 の 鮮 度 保 持 等 の 理 由 か ら 水 道 水 で は な く 、 ろ 過 殺 菌 さ れ
た 海 水 を 用 い て 、 水 揚 げ さ れ た 魚 の 洗 浄 、 冷 凍 魚 の 解 凍 、 魚 の 解 体 時 に 発 生 す る 血 液 や 肉
片 等 の 洗 浄 を 行 っ て い る 。 こ れ に よ り 発 生 す る 有 機 性 廃 水 は 、 漁 獲 量 に 応 じ て 水 量 が 増 減
し 、 か つ 水 揚 げ さ れ る 魚 の 選 別 方 法 や 鮮 魚 か ら 放 血 を 行 な う 活 け 締 め 等 の 作 業 内 容 に 応 じ
て 汚 濁 濃 度 が 増 減 す る 。 こ の よ う に 水 量 や 汚 濁 濃 度 が 変 動 す る 有 機 性 廃 水 に 対 す る 生 物 処
理 は 、 汚 濁 負 荷 が 一 定 し な い と い う 理 由 か ら 浄 化 処 理 が 困 難 で あ り 、 そ の 殆 ど が 未 処 理 の
ま ま 海 洋 へ 再 放 流 さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 上 述 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 者 ら は 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 新 規 な 有
機 性 廃 水 の 処 理 方 法 及 び そ の 処 理 装 置 を 開 発 す る に 至 り 、 先 に 特 許 出 願 し て い る （ 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 生 物 処 理 後 に 発 生 す る 余 剰 有 機 性 汚 泥 を 底 生 生 物 を 用 い て 消 化 減 量 さ せ る 先 行 技
術 は 特 に 見 当 た ら な い が 、 養 殖 海 域 の 底 に 堆 積 し た 残 餌 等 の 有 機 物 汚 泥 を 分 解 す る 方 法 と
し て 、 予 め 大 量 に 培 養 し た イ ト ゴ カ イ を 撒 布 し 、 汚 泥 を 消 化 減 量 さ せ る 方 法 が 提 案 さ れ て
い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ９ ８ ４ ８ 号 明 細 書 （ 第 １ － ９ 頁 、 図 １ ）
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ １ ３ ９ ４ 号 公 報 （ 第 ２ － ５ 頁 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 廃 水 処 理 方 法 に お い て は 、 水 量 や 汚 濁 濃 度 が 変 動 す る 有
機 性 廃 水 の 処 理 を 簡 単 に 効 率 よ く 行 う こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 は あ る も の の 、 最 終
的 な 残 渣 と し て 発 生 す る 有 機 性 汚 泥 を 最 終 処 理 場 で 埋 立 処 分 す る た め に は 、 予 め 濃 縮 、 脱
水 、 及 び 焼 却 処 理 を 施 す 必 要 が あ り 、 処 理 施 設 の 維 持 管 理 コ ス ト が 嵩 む と い う 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る 方 法 は 、 最 適 な 餌 と 環 境 下 で 大 量 に イ ト ゴ カ イ を 培 養 す る
方 法 で あ り 、 処 理 対 象 と な る 堆 積 し た 有 機 物 汚 泥 は 、 養 殖 魚 の 残 餌 や 糞 な ど の 易 分 解 性 有
機 物 が 主 体 と な っ て い て 、 汚 泥 の 処 理 は 開 放 系 で 実 施 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 有 機 性
廃 水 処 理 後 に 発 生 す る 有 機 性 汚 泥 の よ う な 難 分 解 性 の 有 機 物 を 閉 鎖 系 に お い て 処 理 す る た
め に は 、 汚 泥 を 消 化 減 量 す る イ ト ゴ カ イ で あ る 底 生 生 物 を 長 期 間 に わ た っ て 、 自 然 と 同 様
の 環 境 下 及 び 繁 殖 周 期 で 飼 育 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み 、 漁 港 、 魚 市 場 お よ び 陸 上 養 殖 場 等 で 大 量
に 発 生 す る 有 機 性 廃 水 の 浄 化 処 理 及 び 浄 化 処 理 後 の 余 剰 有 機 性 汚 泥 処 理 を 経 済 的 に 行 な う
こ と が で き る 有 機 性 廃 水 及 び 有 機 性 汚 泥 の 処 理 方 法 及 び そ の 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 漁 港 、 魚 市 場 お よ び 陸 上 養 殖 場 等 か ら 発 生 す る 有 機 性 廃 水 を 受 入 れ 、 生 物 処
理 し 、 生 物 処 理 後 に 発 生 す る 余 剰 有 機 性 汚 泥 を 、 底 生 生 物 が 飼 育 さ れ る 養 殖 水 槽 へ 導 入 し
、 前 記 余 剰 有 機 性 汚 泥 を 当 該 底 生 生 物 の 飼 料 と な し て 消 化 減 量 処 理 す る こ と を 第 １ の 特 徴
と し 、 前 記 生 物 処 理 が 、 活 性 汚 泥 法 に よ る も の で あ る こ と を 第 ２ の 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 漁 港 、 魚 市 場 お よ び 陸 上 養 殖 場 等 か ら 発 生 す る 有 機 性 廃 水 及 び 有 機 性 汚 泥 の 処 理
装 置 で あ っ て 、 魚 肉 片 等 の 固 形 物 を 除 去 処 理 し た 廃 水 が 導 入 さ れ る 泡 沫 分 離 槽 と 、 該 泡 沫
分 離 槽 内 に 設 置 さ れ 廃 水 中 に 微 細 気 泡 を 発 生 さ せ る 気 泡 発 生 手 段 と 、 泡 沫 分 離 槽 内 で 発 生
し た 泡 沫 が 導 入 さ れ る 膜 分 離 活 性 汚 泥 処 理 槽 と 、 該 膜 分 離 活 性 汚 泥 処 理 槽 か ら 発 生 す る 余
剰 有 機 性 汚 泥 が 導 入 さ れ か つ 底 生 生 物 が 飼 育 さ れ る 養 殖 水 槽 と を 具 備 す る こ と を 第 ３ の 特
徴 し 、 前 記 養 殖 水 槽 に 砂 等 の ろ 過 材 を 充 填 し 、 ろ 過 水 を 得 る こ と を 第 ４ の 特 徴 と す る 。 さ
ら に 、 前 記 底 生 生 物 が 、 堆 積 物 食 性 底 生 生 物 及 び ／ ま た は 懸 濁 物 食 性 底 生 生 物 で あ る こ と
を 第 ５ の 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 処 理 方 法 及 び 装 置 に よ り 、 再 放 流 廃 水 の 汚 濁 負 荷 を 約 ８ ０ ％ 程 度 削 減 で き る 。
さ ら に ゴ カ イ 等 の 底 生 生 物 に 汚 泥 を 捕 食 さ せ 消 化 減 量 す る こ と に よ り 、 最 終 的 な 残 滓 の 焼
却 処 理 が 不 要 に な る の で 、 処 理 施 設 の 維 持 管 理 コ ス ト が 削 減 で き る ば か り で な く 、 化 石 燃
料 等 の 省 資 源 対 策 の 一 環 と な り 得 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 示 す 実 施 例 に 基 づ き 説 明 す る が 、 本 発 明 が 本 実 施 例
に 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 有 機 性 廃 水 及 び 有 機 性 汚 泥 の 処 理 装 置 を 模 式 的 に 示 す 構 成 図 で あ る
。 図 ２ は 養 殖 水 槽 に お け る 水 位 調 整 方 法 の 他 の 実 施 例 を 模 式 的 に 示 す 構 成 図 で あ る 。 図 ３
は 本 発 明 に 係 る 試 験 装 置 を 模 式 的 に 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 図 １ に お い て 、 １ は 漁 港 、 魚 市 場 お よ び 陸 上 養 殖 場 等 か ら 発 生 す る 海 水 を 主 成 分 と す る
有 機 性 廃 水 で 、 予 め 沈 砂 槽 ２ や ス ク リ ー ン ３ 等 の 固 液 分 離 手 段 に よ り 魚 肉 片 等 の 固 形 物 の
除 去 な ど の 前 処 理 が 施 さ れ る 。 前 処 理 さ れ た 廃 水 ４ は 泡 沫 分 離 槽 ５ へ 導 入 さ れ 泡 沫 分 離 槽
５ 内 の 自 吸 式 微 細 気 泡 発 生 装 置 １ ５ に よ り 一 定 時 間 曝 気 さ れ て 泡 沫 分 離 処 理 さ れ る 。 自 吸
式 微 細 気 泡 発 生 装 置 １ ５ は 吸 気 量 を 可 変 で き る た め 、 気 泡 の 大 き さ を 変 え る こ と が で き る
。 尚 、 こ こ で 発 生 す る 気 泡 の 大 き さ は １ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 例 で は 自 吸 式 微 細
気 泡 発 生 装 置 の 例 を 示 し て い る が 、 散 気 装 置 で も 良 く 、 微 細 気 泡 を 発 生 す る も の で あ れ ば
、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 そ し て 泡 沫 分 離 槽 ５ の 水 面 に 浮 上 し た 泡 沫 ７ は 公 知 の 掻
き 取 機 な ど で 掻 き と り 、 泡 沫 排 出 口 ６ か ら 排 出 さ れ る 。 こ こ で 、 泡 沫 分 離 槽 ５ で は 、 廃 水
４ を 槽 内 に 一 定 時 間 滞 留 さ せ る 必 要 が あ る こ と か ら 、 泡 沫 分 離 槽 ５ の １ 台 分 の 収 容 能 力 を
超 え る 廃 水 ４ を 処 理 せ ざ る を 得 な い 場 合 は 、 廃 水 ４ を 分 配 計 量 槽 （ 図 示 せ ず ） で 予 め 計 量
し 、 複 数 台 の 泡 沫 分 離 槽 ５ に 分 配 し て 処 理 し て も 良 い 。 泡 沫 分 離 槽 ５ で 曝 気 処 理 さ れ た 曝
気 処 理 水 ８ の 汚 濁 負 荷 量 は 十 分 に 低 減 し て い る の で 、 通 常 は そ の ま ま 放 流 で き る が 、 更 に
、 オ ゾ ン ガ ス と 接 触 さ せ て 酸 化 処 理 し た り 、 凝 集 剤 を 混 合 し 凝 集 沈 殿 槽 へ 導 き 沈 殿 分 離 処
理 を 行 っ た り 、 接 触 曝 気 槽 な ど へ 導 入 し て 微 生 物 処 理 を 施 し て 汚 濁 負 荷 量 を 更 に 低 減 さ せ
て 放 流 す る と な お 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 廃 水 ４ か ら 分 離 さ れ た 泡 沫 ７ の 性 状 は 、 廃 水 ４ よ り も 汚 濁 負 荷 濃 度 が 高 く は な っ
て い る も の の 、 汚 濁 濃 度 が ほ ぼ 一 定 で 、 曝 気 処 理 の 前 の 水 量 に 比 し て 極 め て 少 量 に な る た
め 、 活 性 汚 泥 処 理 に 適 し た 状 態 と な る 。 掻 き 取 機 に よ り 泡 沫 排 出 口 ６ か ら 排 出 さ れ た 泡 沫
７ は 、 移 送 ポ ン プ ９ に よ り 膜 分 離 活 性 汚 泥 処 理 槽 １ ０ へ 導 入 さ れ 、 活 性 汚 泥 処 理 さ れ る と
共 に 、 活 性 汚 泥 処 理 さ れ た 処 理 水 は 分 離 膜 １ ２ を 介 し て 吸 引 ポ ン プ １ ３ に よ り 吸 引 さ れ て
活 性 汚 泥 が 膜 分 離 さ れ 、 清 澄 な 膜 分 離 処 理 水 １ １ と し て 放 流 さ れ る 。 分 離 膜 １ ２ に 用 い ら
れ る 膜 の 種 類 と し て は 精 密 ろ 過 膜 や 限 外 ろ 過 膜 な ど が 利 用 で き 、 膜 の 形 状 と し て は シ ー ト
状 の 平 膜 や チ ュ ー ブ 状 の 中 空 糸 膜 な ど が 利 用 で き る が 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 膜 分 離 活 性 汚 泥 処 理 槽 １ ０ の 余 剰 汚 泥 １ ４ は 、 ポ ン プ な ど 吸 排 出 手 段 に よ り 底 生 生 物 で
あ る ゴ カ イ ２ １ が 養 殖 さ れ る 養 殖 水 槽 １ ８ へ 導 入 さ れ る 。 養 殖 水 槽 １ ８ 内 に は ろ 過 材 で あ
る 砂 １ ９ が 充 填 さ れ 、 底 部 に 砂 が 脱 落 せ ず か つ 透 水 可 能 な 連 通 穴 が 底 部 に 設 け ら れ 及 び ／
ま た は 不 織 布 が 砂 の 下 部 に 設 置 さ れ て い る 容 器 ２ ０ と 、 ブ ロ ワ ー １ ６ か ら 送 ら れ る 空 気 を
用 い て 養 殖 水 槽 内 に 空 気 を 供 給 す る 散 気 装 置 １ ７ と 、 養 殖 水 槽 １ ８ 内 部 の ろ 過 水 を 適 宜 容
器 ２ ０ へ 還 流 さ せ る 循 環 ポ ン プ ２ ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 連 通 穴 及 び ／ ま た は
不 織 布 は 容 器 ２ ０ の 底 部 に 設 置 さ れ て い る が 、 側 面 に も 設 置 で き 、 特 に 限 定 さ れ る も の で
は な い 。 容 器 ２ ０ は 、 余 剰 汚 泥 が ろ 過 及 び 消 化 減 量 さ れ た 後 に で る 海 水 を 排 出 で き る よ う
に 構 成 す れ ば 良 く 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 装 置 の 動 作 を 各 構 成 要 素 ご と に 説 明 す る 。
　 前 処 理 さ れ た 廃 水 ４ は 、 泡 沫 分 離 槽 ５ の 下 部 よ り 供 給 さ れ 、 該 分 離 槽 内 で 自 吸 式 微 細 気
泡 発 生 装 置 １ ５ に よ り 曝 気 処 理 さ れ る 。 該 微 細 気 泡 発 生 装 置 に て 発 生 し た 気 泡 は 、 泡 沫 分
離 槽 ５ 内 の 廃 水 ４ 中 の 有 機 物 や 微 細 な 浮 遊 物 な ど を 気 泡 表 面 に 付 着 し な が ら 泡 沫 排 出 口 ６
へ 向 か っ て 浮 上 移 動 し 、 排 出 口 ６ 近 傍 の 水 面 上 に 泡 沫 層 ７ を 形 成 す る 。 泡 沫 層 ７ は 、 従 来
公 知 の 掻 き 取 機 に て 泡 沫 分 離 槽 ５ 外 へ 排 出 さ れ る 。 一 方 曝 気 後 の 泡 沫 分 離 さ れ た 処 理 水 ８
は 排 出 口 ６ か ら 垂 下 し て 泡 沫 分 離 槽 ５ 内 部 を 区 画 す る 板 の 下 方 を 通 り 泡 沫 分 離 槽 ５ 外 へ 排
水 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 泡 沫 分 離 槽 ５ で 発 生 し た 泡 沫 ７ は 移 送 ポ ン プ ９ に て 膜 分 離 活 性 汚 泥 処 理 槽 １ ０ へ 送 ら れ
る 。 処 理 槽 １ ０ で は 、 分 離 さ れ た 泡 沫 ７ の 有 機 物 分 が 活 性 汚 泥 に よ り 生 物 分 解 さ れ 、 分 離
膜 １ ２ と 吸 引 ポ ン プ １ ３ に よ り 活 性 汚 泥 と 処 理 水 １ １ と に 固 液 分 離 さ れ る 。 処 理 槽 １ ０ 内
に は ブ ロ ワ １ ６ か ら 供 給 さ れ る 空 気 を 槽 内 に 供 給 す る 散 気 装 置 １ ７ が 設 置 さ れ て お り 、 活
性 汚 泥 へ の 酸 素 供 給 と 分 離 膜 １ ２ の 空 気 洗 浄 を 同 時 に 行 っ て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 泡 沫 ７ を 活 性 汚 泥 処 理 し 、 増 え て 余 剰 と な っ た 余 剰 汚 泥 １ ４ は 、 従 来 公 知 の ポ ン
プ 等 で 容 器 ２ ０ に 充 填 さ れ た 砂 の 上 部 に 導 入 さ れ る 。 導 入 さ れ た 余 剰 汚 泥 １ ４ は 、 ろ 過 材
１ ９ に よ り 固 形 物 分 が ろ 過 さ れ 、 容 器 ２ ０ の 下 部 よ り ろ 過 水 が 養 殖 水 槽 １ ８ へ 流 れ 出 る 仕
組 み と な っ て い る 。 容 器 ２ ０ の 内 部 の ろ 過 材 １ ９ 中 に は ゴ カ イ ２ １ が 飼 育 さ れ て お り 、 余
剰 汚 泥 １ ４ が 導 入 さ れ 固 形 物 分 が ろ 過 材 １ ９ に よ り 補 足 さ れ る と 、 そ の 固 形 物 は ゴ カ イ ２
１ の 飼 料 （ 餌 ） と し て 消 化 減 量 さ れ る 。 一 方 砂 に よ り ろ 過 さ れ た 海 水 は 、 養 殖 水 槽 １ ８ へ
移 行 し 、 散 気 装 置 １ ７ に よ り 空 気 を 供 給 さ れ る こ と に よ り 溶 存 酸 素 度 を 高 め 、 循 環 ポ ン プ
２ ４ に よ り 容 器 ２ ０ へ 送 ら れ る 。 尚 、 本 実 施 例 に お い て は 、 底 生 生 物 に ゴ カ イ を 用 い て い
る が 、 他 の 堆 積 物 食 性 底 生 生 物 で も 良 く 、 ま た 二 枚 貝 に 代 表 さ れ る 懸 濁 物 食 生 底 生 生 物 で
も 良 く 、 さ ら に は 両 者 底 生 生 物 を 混 在 さ せ て 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 養 殖 水 槽 １ ８ の 水 位 は 、 導 入 さ れ る 余 剰 汚 泥 １ ４ が 移 送 さ れ る こ と に よ り 増 加 す
る が 、 図 示 し な い 従 来 公 知 の 水 位 検 出 器 を 用 い て 水 位 を 検 出 し 、 一 定 レ ベ ル に 水 位 が 達 し
た ら 、 水 槽 下 部 の 水 位 調 整 バ ル ブ ２ ２ を 開 き 、 通 常 の レ ベ ル ま で 水 位 を 落 と す こ と が で き
る 。 そ の 他 の 水 位 調 整 手 段 と し て は 、 図 ２ に 示 す よ う な オ ー バ ー フ ロ ー 管 ２ ３ を 用 い て も
良 く 、 流 出 先 の 高 さ に よ っ て 使 い 分 け れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 処 理 方 法 及 び 処 理 装 置 を 用 い る と 、 現 状 で は 処 理 さ れ て い な い 漁 港 、 魚 市 場 お
よ び 陸 上 養 殖 場 等 の 魚 の 水 揚 げ 、 魚 の 洗 浄 、 冷 凍 魚 の 解 凍 、 魚 の 解 体 時 に 発 生 す る 血 液 や
肉 片 等 を 含 む 海 水 を 主 成 分 と す る 有 機 性 廃 水 か ら 汚 濁 成 分 の み を 短 時 間 で 分 離 し 、 次 い で
分 離 し た 廃 水 に 微 生 物 処 理 を 施 す こ と で 海 洋 に 流 れ 込 む 汚 濁 負 荷 量 を 削 減 で き 、 さ ら に 、
微 生 物 処 理 で 発 生 し た 余 剰 汚 泥 を ゴ カ イ 等 の 堆 積 物 食 性 底 生 生 物 及 び ／ ま た は 二 枚 貝 に 代
表 さ れ る 懸 濁 物 食 性 底 生 生 物 の 飼 料 （ 餌 ） と し 消 化 減 量 さ せ る こ と で 、 最 終 の 余 剰 汚 泥 処
理 費 用 を 削 減 で き る 。 本 実 施 例 で は 、 海 水 を 主 成 分 と す る 有 機 性 廃 水 に つ い て 述 べ た が 、
魚 類 の 処 理 に 起 因 す る 廃 水 で あ れ ば 、 海 水 や 淡 水 な ど 処 理 対 象 が 特 に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 陸 上 養 殖 場 の 廃 水 を 処 理 す る 場 合 は 、 有 機 性 廃 水 中 に 大 き な 固 形 物 や 砂 等 の 夾 雑 物 が 含
ま れ な い の で 、 養 殖 水 槽 か ら 出 て き た 排 水 を 直 接 泡 沫 分 離 槽 ５ へ 投 入 し 、 こ れ ま で 説 明 し
た 方 法 に て 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 図 ３ に 示 す 試 験 装 置 を 使 用 し て 、 本 発 明 方 法 に 基 づ い て 有 機 性 廃 水 及 び 有 機 性 汚
泥 の 処 理 試 験 を 行 っ た 。
　 実 際 の 魚 市 場 の 廃 水 処 理 施 設 に 泡 沫 分 離 槽 を 設 置 し 、 流 入 す る 廃 水 を 前 記 廃 水 処 理 施 設
の 流 量 調 整 槽 か ら ポ ン プ に て 泡 沫 分 離 槽 へ 移 送 し 、 曝 気 処 理 し 、 発 生 し た 泡 沫 の 一 部 を 、
小 規 模 の 膜 分 離 活 性 汚 泥 処 理 槽 へ 投 入 し 活 性 汚 泥 処 理 を 行 っ た 後 、 活 性 汚 泥 を ゴ カ イ が 飼
育 さ れ て い る 養 殖 水 槽 へ １ 日 １ 回 ４ ０ ｍ ｌ 採 取 し 投 入 し た 。 水 質 は 、 流 量 調 整 槽 か ら 移 送
す る 廃 水 、 曝 気 処 理 水 、 発 生 し た 泡 沫 、 お よ び 膜 分 離 活 性 汚 泥 の 処 理 水 に つ い て 測 定 を 行
な っ た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
試 験 装 置 及 び 試 験 条 件 ；
泡 沫 分 離 槽 ： 自 吸 式 泡 沫 分 離 槽 、 有 効 容 量 ６ ０ ０ Ｌ 、 滞 留 時 間 １ ２ ０ 分
膜 分 離 活 性 汚 泥 処 理 槽 ： 脱 窒 槽 、 硝 化 槽 を 設 置 、 有 効 容 量 １ ５ Ｌ
滞 留 時 間 ： 約 ５ 日
泡 沫 分 離 槽 処 理 水 量 ： 　 ３ ０ ０ Ｌ ／ 時
泡 沫 発 生 量 ： 約 １ ５ Ｌ ／ 時
膜 ろ 過 水 量 ： 約 １ ２ ５ Ｌ ／ 時 （ 水 槽 水 位 に よ る 間 欠 運 転 ）
分 離 膜 モ ジ ュ ー ル ： 膜 面 積 ０ ． １ ｍ ２ 、 フ ラ ッ ク ス ０ ． ０ ３ ｍ ３ ／ ｍ ２ ・ 日
養 殖 水 槽 ： ５ Ｌ フ ラ ス コ （ 有 効 容 量 ３ Ｌ ） 、 容 器 ０ ． ５ Ｌ 、 ゴ カ イ 重 量 ２ ０ ｇ
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養 殖 水 槽 へ の 投 入 余 剰 汚 泥 量 ： 約 ３ ｇ ／ 日 （ 乾 物 ） （ 湿 潤 状 態 ： ４ ０ ｍ ｌ ／ 日 ）
還 流 水 量 ： ３ ０ ｍ ｌ ／ 分
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 、 表 中 、 Ｃ Ｏ Ｄ は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ０ １ ０ ２ 　 １ ９ ア ル カ リ 性 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム に よ る
酸 素 消 費 量 で 、 濁 度 は Ｈ Ａ Ｃ Ｈ 社 製 Ｄ Ｒ ２ ０ ０ ０ の Ｆ Ｔ Ｕ 濁 度 計 で 、 ま た 蛋 白 質 は Ｌ ｏ ｗ
ｒ ｙ － Ｆ ｏ ｌ ｉ ｎ 法 に お け る 吸 収 ス ペ ク ト ル （ 波 長 ７ ５ ０ ｎ ｍ ） を 測 定 し 、 検 量 線 よ り 水
中 の 濃 度 を 算 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 処 理 方 法 に よ り 廃 水 の 汚 濁 負 荷 が 約 ７ ８ ％ 低 減 さ れ
、 除 去 さ れ た 汚 濁 成 分 は 約 ９ ６ ％ 活 性 汚 泥 処 理 さ れ て い る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ゴ カ イ に よ る 汚 泥 の 消 化 減 量 度 合 に つ い て は 、 ろ 過 に よ り 補 足 さ れ た 汚 泥 の 捕 食 具 合 を
目 視 に て 経 過 観 察 し た 。 そ の 経 過 状 態 を 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す 。 図 ４ は 活 性 汚 泥 投 入 後 １ 時
間 経 過 し た 養 殖 水 槽 の 内 部 写 真 、 図 ５ は 活 性 汚 泥 投 入 後 約 １ 日 経 過 し た 養 殖 水 槽 の 内 部 写
真 で あ る 。 こ れ ら の 写 真 か ら 判 る よ う に 、 活 性 汚 泥 投 入 後 約 １ 日 で 、 投 入 さ れ た 汚 泥 は 、
ゴ カ イ に よ り ほ ぼ 全 量 捕 食 さ れ た 。 尚 、 こ う し て 養 殖 さ れ た ゴ カ イ は 釣 り 餌 と し て の 利 用
を 図 る こ と も で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 漁 港 、 魚 市 場 お よ び 陸 上 養 殖 場 等 で 大 量 に 発 生 す る 有 機 性 廃 水 の 浄 化 処 理 と
浄 化 処 理 後 の 余 剰 有 機 性 汚 泥 の 処 理 を 可 能 に す る ば か り で な く 、 化 石 燃 料 を 用 い た 焼 却 処
理 が 不 要 に な り 、 ま た 、 本 発 明 方 法 に よ り 養 殖 さ れ た ゴ カ イ は 釣 り 餌 と し て 利 用 で き る の
で 、 省 資 源 並 び に 資 源 リ サ イ ク ル に 大 き く 寄 与 す る こ と が で き る
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 有 機 性 廃 水 及 び 有 機 性 汚 泥 の 処 理 装 置 を 模 式 的 に 示 す 構 成 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 養 殖 水 槽 に お け る 水 位 調 整 方 法 の 他 の 実 施 例 を 模 式 的 に 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 試 験 装 置 を 模 式 的 に 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 汚 泥 の 投 入 状 態 を 示 す 養 殖 水 槽 の 内 部 写 真 で あ る 。
【 図 ５ 】 ゴ カ イ に よ る 汚 泥 の 消 化 減 量 状 態 を 示 す 養 殖 水 槽 の 内 部 写 真 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ … 有 機 性 廃 水
２ … 沈 砂 槽
３ … ス ク リ ー ン
４ … 前 処 理 さ れ た 廃 水
５ … 泡 沫 分 離 槽
６ … 泡 沫 排 出 口
７ … 泡 沫
８ … 曝 気 処 理 水
９ … 移 送 ポ ン プ
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１ ０ … 膜 分 離 活 性 汚 泥 処 理 槽
１ １ … 処 理 水
１ ２ … 分 離 膜
１ ３ … 吸 引 ポ ン プ
１ ４ … 余 剰 汚 泥
１ ５ … 自 吸 式 微 細 気 泡 発 生 装 置
１ ６ … ブ ロ ワ ー
１ ７ … 散 気 装 置
１ ８ … 養 殖 水 槽
１ ９ … ろ 過 材 （ 砂 ）
２ ０ … 容 器
２ １ … 底 生 生 物 （ ゴ カ イ ）
２ ２ … 水 位 調 整 バ ル ブ
２ ３ … オ ー バ ー フ ロ ー 管
２ ４ … 循 環 ポ ン プ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

(8) JP 2005-74420 A 2005.3.24



【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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